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見いだす力を、
社会のために
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お客様の求める分析をどうすれば実現できるだろうか。どうすれば問

題を解決できるだろうか。私たちジーエルサイエンスの仕事は、いつ

もお客様が出発点です。1968年の創業以来、お客様と共に悩み、

考え抜き、共に乗り越えてきた経験が、今のジーエルサイエンスを形作っ

てきました。当社は、分析装置やカラムをはじめとする各種消耗品を

取り扱う企業ですが、単なるサプライヤーの立場を超えて、分析と

いう領域における唯一無二のパートナーでありたいと考えています。

そのためには、自らの枠を超え、お客様の想像を超えて、提供価値

のアップデートに挑戦していかなければなりません。品質の確かな製品。

分析のプロフェッショナルとしての知識。そして、どこまでもお客様を支

え続けるマインド。それらすべてが高い次元で融合することで、他には

真似のできない当社ならではの強みになります。

今や分析業務は、あらゆる産業の調査・開発・管理に欠かせないもの

です。つまり、それを支える私たちは、社会に不可欠な存在と言っても

過言ではありません。「暮らし」「環境」「安全」「健康」をより良くすると

いう使命感と誇りを持ち、より良い社会づくりに貢献していきます。

お客様に寄り添い、支え続ける
唯一無二のパートナーへ

取締役社長

ジーエルサイエンス株式会社

長見 善博

分析を支える、テクノロジーカンパニー

科学技術の進歩は、新たな仮説とその検証の積み重ねです。

その基盤を支えているのが、高精度な分析機器です。

ジーエルサイエンスは、クロマトグラフィー技術を核に、

課題解決の糸口を見つける確かなサポートを提供してきました。

食の安全、環境保全、創薬研究など、

社会のさまざまな分野で私たちの技術は活用されています。

お客様とともに課題と向き合い、解決策を導き、新たな未来を切り拓く。

それが私たちの変わらぬ使命です。



クロマトグラフィーという技術をご存じでしょうか。

食品の品質検査や医薬品の開発、環境分析など、

さまざまな分野で活躍する分離技術です。

混ざり合った成分を効率よく分離し、

何の成分がどれだけ入っているかを明らかにするこの方法は、

科学研究だけでなく製造や品質管理の現場でも

重要な役割を果たしています。

「分析」に欠かせない
クロマトグラフィーという技術

オレンジジュースに含まれるビタミンの成分量イメージ
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PRODUCTS
ジ ー エ ル サ イ エ ン ス の 事 業 と 製 品

空気中の有害ガスの有無の調査や、塗料や接着剤に含まれる揮
発性有機化合物 (VOC) の測定に使われます。また、 香り成分を
詳細に分析することで香水などの新しいフレグランスの開発や品
質向上にも活用されます。

食品に含まれるビタミンやミネラルなどの成分量の測定や医薬品
の成分が適切に含まれているかの確認に使われます。また、川や
海の水に汚染物質が混ざっていないかを測定することで水質の管
理や環境保全にも貢献します。

クロマトグラフィーの仕組み

サンプルはカラムを通過することで、成分ごとに異なるスピードで分離されます。この仕組みのおかげで、複数の成分が混ざっ
たサンプルから目的の物質を見分けられるのです。このカラムを軸に、様々な分析製品をお客様のニーズに合わせて幅広く製
造、販売しているのがジーエルサイエンスです。

成分分析のカギを握る“カラム”

大気調査 食品・飲料石油化学 ライフサイエンス香粧品 水質検査

成分を特定し定量する　  クロマトグラフィー分析

サンプル準備の第一歩  前処理
正確な分析結果を得るためには、サンプル中の不純物を除去する前処理（抽出・濃縮・ろ過など）
が必要です。適切な前処理を行うことで、後続のクロマトグラフィー分析の結果がより安定し、正確
性が向上します。 前処理装置

分析装置

メーカーとしての自社工場による生産体制に加え、商社としての調達機能も併せ持つ当社では、約 40,000 点の商材を取り扱っています。
自社製品にとどまらず、幅広いリソースから最適な選択肢を提案することが可能です。

前処理工程から分析をトータルにサポート。
豊富なラインアップならではのお客様への提案力も当社の強みです。

前処理されたサンプルをクロマトグラフィー装置に導入し、分離・検出を行います。導入されたサン
プルはカラムと呼ばれる管を通過する際に、成分ごとに分離され、検出器によって各成分の特定と定
量を行うことができます。

「気体」を対象に分離   GC カラム 「液体」を対象に分離   LC カラム



お客様に寄り添った

一貫対応

必要とされる
理由がある。
ジーエルサイエンスの強み

Production

研究開発
Research & Development

消耗品から分析装置までを一貫し
て開発できる体制は、当社の大き
な強みです。特に分析の要である
カラムについては、製品のコアと
なる原材料から研究、開発を手掛
けています。

自社生産
カラムをはじめとする消耗品から
装置まで一貫生産する福島工場
と、埼玉県入間市に立地し、お客
様の要望に合わせてオーダーメイ
ド装置を生産している武蔵工場の
２つの拠点で自社生産を行なって
います。

品質管理
安全・安心・安定は、お客様に満
足いただくための製品の大原則。
国際標準化機構 ISO9001 を認証取
得、維持し、最終出荷までの全プ
ロセスにおいて、品質・安全の向
上を目指した品質保証体制を確立
しています。
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販売・サポート
技術的知識を有する営業員を筆頭
に、お客様の分析を中長期で支えて
います。装置のメンテナンスを行う
技術サービス、分析技術のプロであ
るカスタマーサポートセンターによ
るバックアップ体制によって、お客
様に最善の提案を行なっています。

Sales & Support

Quality Management

TOTAL SUPPORT
お 客 様 の 問 題 解 決 に チ ー ム で 取 り 組 む

当社には、50 年以上分析の現場で培ってきた技術と経験があ
り、製品提供のみならず、問題解決に貢献するコンサルティン
グも強みとしています。最新の分析手法や技術情報といった当
社の専門性を活かした知識をお客様に提供し、正確で効率的
な分析を支えています。

　高品質な製品 × コンサルティング営業

製品を知り、技術も知る、
分析のエキスパート
だからできる提案があります。



金属・鉱工業
鉄、銅、亜鉛、アルミニウム、貴金属、レアメ
タルなどの精錬事業における品質管理に
おいて、原材料中の主成分分析と同時に、
主成分中の極微量の不純物元素の分析技
術が求められています。

環境・水質
水、空気、および土壌中の有機汚染物質は、人々の安全で健康的な生活を守るために厳しく
規制・ 管理されています。こうした規制は一層厳しくなってきており、より高い基準値を満たす
ために、日々進歩する私たちの技術が役立っています。

食品・飲料
私たちが毎日摂取している食品や飲料は、品質と安全性を担保するために様々な検査・分析
が行われています。成分分析や栄養・機能性成分分析などの「食品開発」に関わる分析、残
留農薬分析や自然毒分析などの「食の安全」に関わる分析にクロマトグラフィーが役立ってい
ます。 

自動車内装材
自動車は社会において日々の生活の中でなくてはならないものとなって
おり、環境・安全への配慮が求められています。車室内の環境などの評価
には分析が不可欠で、クロマトグラフィーが幅広く利用されています。

石油化学
プラスチックや合成繊維、合成ゴム、界面活性剤、 薬品など、日用品に幅
広く用いられる「石油化学製品」。その原材料となる石油は炭化水素を主
成分としており、その組成分析や不純物の分析としてクロマトグラフィー
がよく用いられます。

ライフサイエンス
ますます注目を集めるライフサイエンスの
分野では、ジェネリック医薬品からバイオ
医薬品まで、 様々な医薬品の研究開発や
品質管理にクロマトグラフィーが貢献して
います。

香粧品
生活の必需品である化粧品、トイレタリー製
品は、消費者保護のための安全性検査や品
質管理、配合成分の分析等が必要です。そ
れらの確認に、クロマトグラフィーが用いら
れています。

エネルギー
地球を取り巻くエネルギーの変化、それに対
応するための新たなエネルギーである水素
やアンモニア、 人工光合成などのカーボン
ニュートラル関連の分析に役立っています。 

食品・環境

約20 %

製薬・生化学

約20 %

大学・官公庁

約20%
化学・工業

約40 %
DATA
最先端の研究開発から日常の身近な環境まで
幅広い分野で現代の産業と社会を支えています。

ジーエルサイエンスの
販売先別売上高構成

IN HARMONY WITH YO UR LIFE
あ な た の 暮 ら し と ジ ー エ ル サ イ エ ン ス

水、食べ物、薬、空気―
快適で安心な日常を支えるジーエルサイエンスの「分析」。
あなたのまわりの意外と身近なシーンに、私たちの技術が役立っています。
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変わり続ける事業環境の中で、柔軟に対応する力を高めることで、
競争力および生産性の向上を実現します。

Social

Environment

Social

Governance

S

E

S

G

事業を通じた社会課題の解決

環境保全への貢献

企業活動を支える
人材の育成と活躍の推進

SocialS 社会貢献活動の推進

ガバナンス体制の強化

分析機器の製造および販売という当社の事業活動そのものを通じて、
社会のさまざまな課題解決に取り組んでいます。
食品や医薬品の安全性向上、水質管理の精度向上など、人々が安心し
て暮らせる社会の実現に貢献しています。

気候変動への対応、循環型社会への取り組みなど、 ステー
クホルダーとの協働・共創を推進し、より良い未来の実現
を目指します。

福島工場は再生可能エネルギー
100％の電気を使用

「くるみん」認定

プラスチックのサーマルリサイクル

「銀の認証」取得

企業版ふるさと納税

お客様の課題解決のために挑戦を続け、社会に貢献でき
る人材を育成し、やりがいと誇りをもって安全・ 健康に
働くことができる環境を提供します。

社会とともに更なる発展と成長を
目指し、より良い信頼関係の構築
に取り組んでまいります。

法令をはじめとした社会のルールを遵守するだけではな
く、すべてのステークホルダーからの期待に応えるよう
努めます。

パージ・トラップ濃縮導入装置 キャニスター濃縮導入装置

水素・窒素・アンモニア分析システム PFAS 分析関連製品

カーボンニュートラル実現への貢献

水質分析への貢献

PFAS 分析製品の提供

大気分析への貢献

当社は本業の分析機器事業を中心に、ひとつでも 
多くの SDGs ゴールの達成に寄与できるよう邁進 
します。

・環境分析製品の新興国への供給拡大

・積極的な女性採用
・女性が働きやすい職場の構築 ( くるみん )
・男性の育児休暇制度の活用推進

・水質分析製品の新規開発
・水質分析製品の海外への供給拡大

・クリーンエネルギー研究用分析機器の
   製造や販売

・紛争鉱物に関するサプライチェーンの調査を   
   通じ、 反社会勢力・武装勢力への資金提供を
   回避する材料調達

・大気汚染物質の分析装置および消耗品の開
   発、分析手法の開発

・クリーンエネルギー研究のためのガスクロマト
   グラフの製造と供給
・省溶媒製品を中心とした環境配慮型製品の開発
・国や先端技術研究機関への製品供給
・社内イノベーションの促進、研究力の増強

・製造時の化学物質管理
・RoHS 指令に適合した資材調達の推進 
・溶媒使用量を減らせる製品の開発
・製造活動に係る廃棄物削減および分別促進等

・福島市立地企業連絡協議会の一員として 
   SDGs 推進
・企業、大学、研究機関との共同研究推進
・WWF への当社株式の寄付による支援 
   ( 配当金の活動資金への組入れ )
・「企業版ふるさと納税 ( 地方創生応援税制 )」  
   を活用した福島市待機児童対策への協力

・社内における省エネルギー活動の推進

当社の事業内容または取り組み

SUSTAINABILITY
持 続 的 な 企 業 価 値 の 向 上持 続 的 な 企 業 価 値 の 向 上
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「成長」 「つながり」 「多様性」
入社後の研修・教育制度が充実してお
り、分析機器を使った実習など実践的
な知識を習得できる環境があります。
入社してはじめて分析に関わった人も多
数活躍しています。

部門や年次を超えた連携が生まれる風
通しの良い職場です。共に目標を追い、
困難を乗り越える経験は、強い信頼関
係を築きます。社員同士のつながりこそ
が、当社の成長を支えています。

異なるバックグラウンドや個性、価値
観を尊重し、さまざまな視点を大切に
する職場です。誰もが自由にアイデア
を出し、挑戦できる環境が新しい価値
の創造につながります。

フランクに話しやすい環境 オフも大切にしてくれる会社 トータルサポートという魅力 すべての作業に学びがある 入社 1 年目から重要案件に 仮説から正解を探す面白さ

入社直後の研修から自然と仲間
や先輩と打ち解けることができ、
配属後もすでに関係性ができて
いたので他部門との連携もしや
すかったです。

残業が少なく、休みも取りやすくて
働きやすい環境だと思います。ワー
クライフバランスを大切にしたい人
には向いている会社だと感じます。

分析のトータルサポートができることに魅力を感
じ、入社しました。提案に際しては、自社製品
に限らずお客様にとって最適な選択肢は何かを
常に考えています。お客様から感謝のお声をいた
だいた時、大きなやりがいを感じます。社内教
育制度も充実しており、日々成長できる環境です。

※ 2024 年度の実績より集計

工場勤務ですが、ただ指示書通り
に作るのではなく、自身が仕組みや
構造を知り、理解しながら作るのが
楽しいです。すべての作業に学びが
あります。

1 年目に任された仕事が、後から聞
くと結構重要な案件でした。他では
できないような仕事にチャレンジで
きたのは自分にとって良い経験にな
りました。

お客様の課題に対して自分で思考
し、仮説を立てて、一緒に取り組ん
でいく仕事です。正解が見えない問
題も多いですが、だからこそやりが
いになります。

WORKING STYLE & CUL TURE
成長を支える、働くフィールド

データで見るジーエルサイエンス

ジーエルサイエンスで働く社員の声

ジーエルサイエンスの社風DATA

VOICES

KEYWORD
すべての社員にとって働きやすい企業を目指しています 一人ひとりの「ここで働く意味」を大切に考えています

製造 / 男性 製造 / 男性製造 / 女性 カスタマーサポート / 男性営業 / 男性 カスタマーサポート / 男性

 7.25 時間一日の
所定労働時間 夏季休暇 連続9日間

（有給計画付与含む）
年間休日　 126日

育休取得率　男性 87.5％　女性 100％

平均勤続年数 18.3年

正社員平均年収 753万円

年次有給休暇取得日数 13.3日平均残業時間 13.3時間 /月

新卒 3年離職率 7.7％
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GL Sciences B.V.

GL Sciences, Inc.

株式会社フロム

株式会社グロース

技尔（上海）商貿有限公司

杭州泰谷諾石英有限公司

アイシンテック株式会社

GL TECHNO America, Inc.

TECHNO QUARTZ VIETNAM CO., LTD.

海外ネットワーク
= 海外拠点
= 海外代理店

GL Sciences B.V.

杭州泰谷諾石英有限公司

技尔（上海）商貿有限公司

アイシンテック株式会社
株式会社グロース

ジーエルテクノホールディングス株式会社
ジーエルサイエンス株式会社
テクノクオーツ株式会社
ジーエルソリューションズ株式会社
株式会社フロム

GL Sciences, Inc.

GL TECHNO  
America, Inc.

TECHNO QUARTZ 
VIETNAM CO., LTD.

自動認識事業

東京都台東区松が谷1-3-5
設立 2013年4月

分析機器事業

東京都新宿区西新宿6-22-1
設立 1968年2月

半導体事業

東京都中野区本町1-32-2
設立 1976年10月

            ジーエル テクノホール ディングス 株 式 会 社

商 号
設 立
上場取引所
本 社
資 本 金

商 号

設 立
株 主
取 締 役 社 長
資 本 金
主な事業内容

事業所

：ジーエルサイエンス株式会社
   (適格請求書発行事業者登録番号:T6011101008586)
：1968 年 2 月 1 日 
：ジーエルテクノホールディングス株式会社 ( 100% )
：長見 善博 ( 代表取締役 )
：350百万円
：ガス / 液体クロマトグラフィーに関する装置
   前処理装置 ・ 部品・充填剤・分析カラム ・ 固相・周辺機器
   半導体関連分析装置・バイオ機器・部品 
   その他全ての関連製品の製造および販売

本社/東京営業部
東京都新宿区西新宿6-22-1
大阪支店
大阪府大阪市中央区平野町2-3-7
横浜支店
神奈川県横浜市緑区長津田みなみ台5-2-33
東北営業所
福島県福島市岡島字長岬5-3
筑波営業所
茨城県つくば市東新井20-6
北関東営業所
埼玉県上尾市上町1-5-5
千葉営業所
千葉県千葉市中央区新千葉2-12-1
名古屋営業所
愛知県名古屋市東区葵3-22-8
広島営業所 
広島県広島市中区西十日市町9-9
九州営業所 
福岡県福岡市中央区天神3-10-20
福島工場
福島県福島市岡島字長岬5-3
福島RD棟
福島県福島市岡島字宮沢前15-26
総合技術センター/カスタマーサポートセンター/武蔵工場
埼玉県入間市狭山ヶ原237-2

1968年2月

1990年10月

2005年3月

2024年9月

2024年10月

ガスクロ工業株式会社として設立

商号をジーエルサイエンス株式会社に変更

東京証券取引所市場 第二部に上場

株式移転方式による持株会社設立のため上場廃止

ジーエルテクノホールディングス株式会社の完全子会社化

：ジーエルテクノホールディングス株式会社
：2024年10月1日
： 東京証券取引所 スタンダード市場 ( 証券コード:255A)
：〒163-1130 東京都新宿区西新宿六丁目22番1号 新宿スクエアタワー30階
：300百万円

PROFILE

HISTORY

GROUP COMPANIES

福島工場
福島RD棟

東北営業所

筑波営業所
千葉営業所

本社/東京営業部
横浜支店

北関東営業所

総合技術センター
カスタマーサポートセンター
武蔵工場

名古屋営業所
大阪支店

広島営業所

九州営業所

会社概要

沿革

グループ企業




